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春めく陽気の５月３日、フレンドリープラザにて「平成２６年度成人式」が行われ、
１６７名の新成人が晴れ晴れしい笑顔で大人の仲間入りをしました。

主な内容
民生委員・児童委員の紹介ほか P2～５

P６～７
まなびの広場 ～小松小学校～ P９　  
成人式スナップショット P２８　　 

春めく陽気の５月３日、フレンドリープラザにて「平成２６年度成人式」が行われ、
１６７名の新成人が晴れ晴れしい笑顔で大人の仲間入りをしました。

笑顔晴れ晴れ新成人

かわにし

町のニュース



　
〜
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
〜

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
多
く
の
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、
様
々
な
取
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
身
近
な
相
談
・
支
援
者
と
し
て
、
本

町
に
は
53
名
の
委
員
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
は
３
名
）
が
、
各
地
区
単
位

の
分
会
を
拠
点
に
、
次
の
重
点
課
題
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
上
の
悩
み
や
相
談
が
あ
れ
ば
、
担
当
区
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
◎
は
分
会
長　
○
は
副
分
会
長

小松分会
１　日ごろの活動を活かし、災害時に要援護者の安否
確認を行います。

２　民生委員・児童委員として地域住民に信頼される
よう、生活を支える活動を一層進めます。

３　地域に溶け込み、生き生きと活動します。
４　町民の皆さんと共に、全ての人が安心して生き生
きと暮らせる地域社会づくりに努めます。

大塚分会
１　地域のみなさんからご協力とご支援を得ながら信
頼される行動を心掛けます。

２　諸団体との連携や交流を深め、情報を共有しなが
ら支援活動等を展開します。

３　行政機関や委員相互間の情報交換を踏まえ、地域
に安全で安心して暮らせるサポートを提供します。

犬川分会
１　一人暮らし高齢者宅を重点的に訪問し、困りごと
の解決を図ります。

２　災害時要援護者の家庭を把握し、連絡、確認を行
います。

３　０歳児から中学生までの家庭を把握し、子育て支
援に取り組みます。

４　一人暮らし世帯、高齢者世帯及び障がい者世帯に
対し、他の団体と連携し、除雪援助を行います。

５　「いきいきサロン」に参加するよう声がけします。

委員氏名 担　当　区　域
　竹田　儀助 諏訪、ニ井町、塩ノ沢、大沢
　嶋貫　幸子 西五、殿原、栄町、若葉町
○加藤　弘子 西 (六ﾉ一・六ﾉ三・七・八 )
　飯澤　　仁 桜木町、平谷地、平谷地第二、

平谷地団地
　佐藤　正昭 西 (三（三ﾉ二）・四ﾉ一・四ﾉ二 )、

北一、北二
　板倉　孝行 西 (一・二・三（三ﾉ一））、花丘町
　金子　孝子 坂の上、ひげ町 (一・二 )、

南五日町、樅の木町
　西山　晋隆 六角、東陽寺前、道徳
◎髙橋　勲夫 南三、明神町、南新町、

緑町の一部
　髙橋　栄一 上萩野、下萩野 (東・西 )、緑町
　島貫　　明 北 (三・四・六 )
　後藤　善一 天神東、美女木
　佐藤　　博 中 (一・二・三・四 )、

舘ノ北団地
　髙橋　 子 中 (五・六・七・八・九 )

委員氏名 担　当　区　域
　遠藤　　子 町田、東他屋、門ノ目 (一・二 )
　平　　　忠 町、東新田、西新田、元宿
　青木　健一 荒井、他屋町、林崎、

中ノ他屋、中
　菅井　　厚 犬川、八幡、八幡西、中沖
◎那須　新藏 桧、菊田、新田、一里塚
○田制　啓子 岡、大野、原ノ前、蔵久
　金子　美恵子 高田、大林、松森、新道

委員氏名 担　当　区　域
　安部　美知子 千松寺、下小松二番、下小松三番
○石田　　康 下小松四番、下小松五番、

谷地、希望が丘
　山口　和子 駅前、押川、新町、荒井
◎神野　隆晃 矢の目、留塚、上高豆蔲、河内
　大河原　美惠子 舘、上黒川、宿、下黒川

中郡分会
１　高齢者が安全・安心な生活が送れるよう、見守り
と声がけをし、詐欺等に合わない地域づくりに取
り組みます。

２　子どもたちが事故や犯罪に巻き込まれないよう、
地域づくりに貢献します。

３　地域の皆さんの声を聞き、多方面の相談に乗り、
パイプ役を務めます。

４　高齢者、老人世帯、単身世帯の見守りや生活困難
家庭の実情の把握など、地域に根差した活動に努
めます。

５　災害時の安否確認と避難誘導に協力します。

東沢分会
１　一人暮らし高齢者及び高齢者世帯への訪問、安否
の確認、相談を行います。

２　介護予防活動や敬老会等の活動に協力します。
３　学校と交流をし、子どもたちの情報を共有します。
４　地域内で課題のある家庭に対する相談役となり、
行政へのパイプ役となります。

５　災害時には、地域の防災組織と連携し、救護活動
に協力します。

玉庭分会
１　高齢者宅を定期的に訪問しながら、地域差のない
福祉サービス提供のため、各種相談に応じます。

２　学校保育所の訪問懇談を通して、将来の宝である
子どもたちの情報を共有し見守ります。

３　平時の防災啓発や訓練は勿論、災害時には地域防
災組織と連携し、救援活動に協力します。

４　その他、研修、交流、地区事業行事の参加協力を
行います。

吉島分会
１　高齢者及び障がい者の安否確認や見守り、子ども
たちへの声がけなどを行います。

２　医療、介護、子育て生活困窮など生活上の様々な
相談に応じ、必要な支援が受けられるよう、関係
機関へのつなぎ役となります。

３　学校行事や地域における福祉活動の行事に参加協
力します。

４　大雪、地震等の非常時には、一人暮らし高齢者及
び高齢者世帯の安否確認を行います。

主任児童委員
活動目標：児童の福祉に関する諸機関と児童委員との連絡調整を行う
　　　　　とともに、児童委員の活動に対する援助等に努めます。
１　町の教育相談サポート会議に出席し、情報の共有、支援活動等に
　　努めます。
２　各種研修会に参加し、子育てに必要な情報の収集、提供に努めます。
３　区域担当民生委員・児童委員と連携し、相談等には速やかに対応
　　します。

委員氏名 担　当　区　域
　青木　順子 小松、犬川、東沢
　金子　吉憲 中郡、玉庭
　近野　ユキ子 大塚、吉島　

（主任児童委員代表）

委員氏名 担　当　区　域
◎伊藤　豊実 東部 (一・二 )
　齋藤　美弥子 東部 (三・四・五 )
　荒井　和子 四枠、西部 (四 )、荒窪
　白石　義典 東部六、西部三
○遠藤　洋一 西部 (一・二 )
　齋藤　文夫 南向、西部七、八幡原、相馬山
　竹田　　啓 北部 (一 ( 宿 )・一 ( 四ツ家 )・二・

三ﾉ一・三ﾉ二 )
　安孫子　明美 北部 (四・五 )

委員氏名 担　当　区　域
◎登坂　幸一 大舟上、大舟中 (東沢東・西）、

上奥田上（一）
　伊藤　　博 大舟中、大舟下
○佐々木　勝幸 上奥田上（二）、飯坂、

上奥田中、上奥田下

委員氏名 担　当　区　域
　楠田　博雄 上和合、中程
◎藤田　宥宣 御伊勢町
　佐藤　けい子 松尾、柏ノ木西（二・三）
　村岡　陽子 酒町、柏ノ木西（一）
〇神尾　昌平 朴沢

委員氏名 担　当　区　域
　平　　雅氏 八ッ口、中町、西町
　島貫　僚子 三ツ井、中三ツ井、道祖神
○黒澤　芳治 東郷、北郷、南郷
　齋藤　洋子 東方、北方、西原
◎横山　明博 吉田 (西・南・中・東 )
　髙根　　功 上尾長島、堤
　鈴木　和美 尾長島西、尾長島東
　齋藤　　浩 坂水、下屋敷

地
域
の
頼
れ
る
相
談
役
民
生
委
員

児
童
委
員

いちばん身近な相談役として力になります ! ! !
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幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　

お
子
さ
ん
の
言
葉
の
遅
れ
や
話

し
方
な
ど
に
関
す
る
心
配
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
町
教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
日
時
：
月
１
回
（
第
３
月
曜
日
）

※
要
予
約

▼
場
所
：
川
西
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
こ
あ
ら
内
（
旧
吉
島
幼

稚
園
）

▼
方
法
：
来
所
相
談
（
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
）

問
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ 

☎
42 

－

６
６
７
１

月
〜
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

教
育
相
談

　

養
育
や
就
学
等
、
教
育
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
５
９

月
〜
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

教
育
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

お
子
さ
ん
の
発
達
に
関
す
る
全

般
的
な
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
県

教
育
委
員
会
の
相
談
機
関
）

▼
予
約
受
付
：

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

８
１
８
１

●
教
育
ダ
イ
ヤ
ル
：
月
〜
金
曜
日

（
平
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
祝
日
除
く
）

●
来
所
相
談
：
月
〜
金
曜
日
（
平
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
祝
日
除
く
）

に
こ
に
こ
相
談

▼
方
法
：
来
所
相
談

▼
場
所
・
期
日
・
申
込
締
切
：

○
米
沢
会
場「
県
立
米
沢
養
護
学
校
」

○
長
井
会
場
「
長
井
市
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
」

▼
申
込
先
：
両
会
場
同
じ

問
【
第
１
・
３
・
４
回
】
山
形
県

教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
５
４

－

６
０
６
０

月
〜
金
曜
日
（
平
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

問
【
第
２
回
】
町
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課 

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
５
９

※
第
２
回
の
相
談
日
は
、
特
に
就

学
に
関
す
る
相
談
と
な
り
、
市

町
村
も
関
わ
り
ま
す
。

地
域
教
育
相
談
窓
口

　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。
専
門
の

先
生
が
言
葉
の
相
談
や
指
導
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。（
県
教
育
委
員
会

教
育
相
談
事
業
）

▼
方
法
：
電
話
相
談
や
来
所
相
談

（
来
所
は
要
予
約
）

▼
日
時
：
月
・
火
・
水
曜
日　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
米
沢
市
立
万
世
小
学
校
内　

☎
０
２
３
８

－

28

－
０
２
８
０

問
長
井
市
立
致
芳
小
学
校
内　

☎
０
２
３
８

－
84

－

２
０
０
２

特
設
人
権
相
談
所

　

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力

し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
、
町
の
人
権

擁
護
委
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、

学
校
で
の
い
じ
め
、
子
供
・
高
齢

者
へ
の
虐
待
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

▼
日
時
：
６
月
３
日
㈫
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

▼
場
所
：
生
き
が
い
交
流
館
（
羽

前
小
松
駅
東
側
）

※
毎
週
月
曜
・
金
曜
に
山
形
地
方

法
務
局
米
沢
支
局
に
お
い
て
も
、

支
局
管
内
人
権
擁
護
委
員
に
よ

り
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課 

住
民
生
活　

グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
５

問
山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局 

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
の

無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
６
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階　

５
０
３
会
議
室

▼
定
員
：
先
着
４
名

　
（
相
談
時
間
は
１
人
40
分
程
度
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産 

置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

女
性
の
健
康
相
談

▼
日
時
：
毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
※
要
予
約

▼
場
所
：
置
賜
保
健
所
１
階
相
談
室

▼
内
容
：
女
性
の
健
康
相
談
、
不

妊
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
及

び
助
言
指
導

▼
相
談
対
象
者
：
次
に
あ
げ
る
女

性
の
相
談
希
望
者
／
①
思
春
期

か
ら
更
年
期
に
い
た
る
女
性
／

②
妊
娠
、
避
妊
に
つ
い
て
／
③

不
妊
に
関
し
て
／
④
婦
人
科
疾

患
、
更
年
期
障
が
い
等
に
つ
い

て
／
⑤
性
感
染
症
を
含
め
た
女

性
の
心
身
の
健
康
に
関
し
て

▼
申
込
先
・
問
置
賜
保
健
所

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
２
０
５

身
近
な
相
談
会
を

ご
案
内
し
ま
す
。

米
沢
会
場

期　日 申込締切
第１回 6月17日㈫ 6月　3日㈫
第２回 7月28日㈪ 7月　3日㈭
第３回 10月21日㈫10月　7日㈫
第４回 1月29日㈭ 1月15日㈭

長
井
会
場

第１回 6月10日㈫ 5月27日㈫
第２回 7月29日㈫ 7月　4日㈮
第３回 10月16日㈭10月　2日㈭
第４回 1月27日㈫ 1月13日㈫

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り

の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
を
。
相
談

は
秘
密
厳
守
・
無
料
。

▼
相
談
専
用
電
話
：

問
山
形
財
務
事
務
所
１
階
（
山
形

工
業
高
校
東
側
）

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
　

強
化
月
間

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
マ
ナ
ー
と
協
力
で
、
不
法
投

棄
を
な
く
し
、
地
域
の
美
し
い
環

境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
不
法
投
棄
１
１
０
番
電

話
に
つ
い
て
は
、
強
化
月
間
の
み

で
な
く
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

▼
開
設
日
：
土
日
祝
日
を
除
く
毎
日

【
不
法
投
棄
１
１
０
番
】

問
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

【
川
西
町
不
法
投
棄
窓
口
】

問
町
住
民
生
活
課
内

☎
42

－

６
６
１
８

　
４
月
１
日
、
町
で
は
３
名
の
都

市
地
域
出
身
者
を
平
成
26
年
度
川

西
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
総
務
省

が
進
め
る
取
り
組
み
で
、
住
ま
い

を
任
地
に
移
し
た
う
え
で
、
地
域

を
町
民
と
と
も
に
元
気
に
す
る
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
継
続

す
る
２
名
に
新
た
に
１
名
を
加
え

た
計
３
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す

一人で悩まず、お気軽にご相談ください ! ! !
専
門
的
な
相
談
は
私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

　
こ
の
度
、
次
の
３
名
の
方
が
自

衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
相
談
員
は
今
後
２
年
間
、
川

西
町
で
の
自
衛
隊
に
関
す
る
啓
蒙

を
は
じ
め
、
防
衛
基
盤
の
育
成
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
志

願
者
に
関
す
る
情
報
提
供
や
募
集

に
関
し
て
支
援
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

佐藤将巳さん
（上小松）

武者元雄さん
（玉　庭）

島貫洋一さん
（洲　島）

問
町
住
民
生
活
課 

住
民
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
42

－

６
６
１
６

◎身体障害者相談員

安部　眞さん
☎４６－２１４１
【大塚・犬川
地区担当】

登坂幸一さん
☎４８－２７２５
【中郡・東沢・
吉島地区担当】

吉見みゆきさん
☎４２－５１８０
【小松・玉庭
地区担当】

◎知的障害者相談員

島津幸子さん
☎４４－２４６７
【全地区担当】

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
　

障
害
者
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

　
こ
の
度
次
の
方
々
が
、
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者
相

談
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
：
平
成
28
年
３
月
31
日
）
障

が
い
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
や
困
っ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
３
５

私たちが障がい者の相談員です
　私たち障害者相談員は、相談相手が身体障がい者の場合は「身体障が
い者自身」が、知的障がい者の場合は「知的障がい者の保護者」が相談
員として活動しています。障がいのある者同士、同じ痛みや悩みを経験
した仲間として相談に応じるという制度で、町長から任命されています。
　どのような相談も親身になって各地区の相談員が対応します。お気軽
にご連絡ください。

２７ページにも各種無料相談をご案内しています。

▲（写真左から）松田智弘さん、吉田勝信さん、
　江本一宏さん

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
づ
く
り
推
進
室

☎
42

－

６
６
１
３
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今
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
を
祝
う
た
め
「
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
１
０
０
」
と
題
し
た
企
画
の
第
１
回
目
が

４
月
19
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
町
内
で
は
、
西
大
塚
駅
に
北
斗
幼
稚
園
の

園
児
や
多
く
の
町
民
の
方
々
約
２
５
０
人
が

集
ま
り
、
午
後
２
時
台
の
置
賜
さ
く
ら
回
廊

を
見
に
い
ら
し
た
観
光
客
の
乗
る
列
車
に
向

か
っ
て
笑
顔
で
手
や
旗
、
花
笠
な
ど
を
振
っ

て
歓
迎
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
沿
線
４

市
町
（
長
井
、
南
陽
、
白
鷹
、
川
西
）
が
季

節
ご
と
に
撮
影
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
し
て
全
国
に
発

信
さ
れ
ま
す
。次
回
は
５
月
31
日
㈯
の
予
定
。

４／１９

に
っ
こ
り
笑
顔
で
お
出
迎
え

〜
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
〜

▲列車に向かって笑顔で手を振る住民の皆さん

▲西大塚駅舎前では花笠でお出迎え。出迎える側も乗客も
　皆“笑顔”だった。

町 街 まちのニュース

晴
天
の
も
と
声
を
か
け
合
い
快
走

〜
第
10
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会
〜

５／４

　
第
10
回
目
と
な
る
本
大
会
の
３
時
間
耐
久

レ
ー
ス
は
、
ソ
ロ
の
部
門
と
男
女
混
合
で
３

人
以
内
の
チ
ー
ム
を
組
む
部
門
が
あ
り
、
中

に
は
子
供
を
含
む
親
子
で
参
加
す
る
チ
ー
ム

も
あ
る
な
ど
老
若
男
女
問
わ
ず
レ
ー
ス
を
楽

し
み
ま
し
た
。
難
所
で
あ
る
町
営
小
松
ス
キ

ー
場
の
急
斜
面
で
は
、
転
倒
者
が
続
出
す
る

中
、
そ
れ
を
も
楽
し
む
選
手
た
ち
の
力
強
さ

に
見
て
い
る
方
が
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

周
回
を
競
う
レ
ー
ス
で
は
あ
る
も
の
の
、
ど

の
選
手
も
思
い
や
り
を
持
ち
、
追
い
抜
く
方

も
一
声
か
け
合
う
な
ど
し
て
終
始
気
持
ち
の

良
い
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

▲町営小松スキー場の急斜面を駆けあがる選手

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
保
護

者
や
地
域
住
民
が
一
定
の
責
任
と
権
限
を
持

ち
、
学
校
運
営
に
参
画
す
る
制
度
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
東
沢

小
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導

入
し
、
今
年
度
は
犬
川
小
学
校
、
玉
庭
小
学

校
、
高
山
小
学
校
の
三
校
に
指
定
を
拡
大
し
、

５
月
１
日
に
指
定
証
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
年
次
的
に
町
内
の
学
校
を
指
定

し
て
い
き
ま
す
。『
故ふ

る
さ
と郷
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
』
を
目
標
に
掲
げ
、
学
校・家
庭・

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

５／１

犬
川
小
・
玉
庭
小
・
高
山
小
の
三
校
を
指
定

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
指
定
証
交
付
式
〜

▲佐藤富士雄教育委員長から指定証を受け取る
　玉庭小学校の青山雄二校長

　
平
成
24
年
５
月
か
ら
耐
震
改
築
を
行
っ
て

き
た
小
松
小
学
校
の
新
校
舎
が
本
年
３
月
に

完
成
し
、
４
月
27
日
に
一
般
の
方
向
け
に
校

舎
内
の
見
学
会
を
行
い
、
町
内
外
か
ら
93
名

の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
中
廊
下
の
吹
き
抜
け
か
ら
は
明
る
い
光
が

差
し
込
み
、
教
室
の
天
井
な
ど
に
は
木
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
い
、
あ
た
た
か
み
が
感
じ
ら
れ

る
校
舎
に
、
お
孫
さ
ん
の
教
室
を
探
し
た
り

楽
し
く
元
気
に
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

４／２７

小
松
小
学
校
の
新
校
舎
を
お
披
露
目

〜
小
松
小
学
校  

新
校
舎
見
学
会
〜

▲木のぬくもりのある天井が印象的

町 街 まちのニュース

▲各種表彰

４／６、
４／２７

地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
消
防
団
活
動

〜
平
成
26
年
度
川
西
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
・
春
季
消
防
演
習
〜

　
４
月
６
日
、
平
成
26
年
度
川
西
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
が
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
29
名
の
新

入
団
員
が
入
団
し
、
計
５
９
０
名
の
消
防
団

員
が
、
町
民
の
生
命
や
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
27
日
は
、
川
西
町
春
季
消
防
演
習
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
、
消
防
団

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
上
小
松
美
女
木
地
内
に
て
、
消
防
団
員
な

ど
約
６
０
０
名
が
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
や
救
護

訓
練
な
ど
の
本
番
さ
な
が
ら
の
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
、
そ
の
後
、
総
合
運
動
公
園
多
目

的
運
動
場
に
て
式
典
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員

各
個
訓
練
や
行
進
間
訓
練
な
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
団
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
・
分
団
に
対
し
、
消
防
庁

長
官
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲春季消防演習で行進間訓練を披露 ▲消防団辞令交付式

　
２
年
後
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
本
町
出
身
の
高
橋
健
太
郎
さ
ん
（
高
豆　
出
身
・
筑
波
大
学
２
年
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
男
子
チ
ー
ム
は
「
攻
防
一
体
」
を
テ
ー
マ
に
挑
み
ま
す
。
よ
り
一
層
の
若
手
選
手

の
活
躍
に
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

全
日
本
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
に

高
橋
健
太
郎
さ
ん
が
選
出
さ
れ
る

▲高橋健太郎選手

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
本
町
出
身
の
高
橋
健
太
郎
さ
ん
（
高
豆　
出
身
・
筑
波
大
学
２
年
）
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第24回メンバーコラム：江本一宏
川西を離れ14年、ようやく故郷に戻ってきました。まちを歩くと、土の香りや

見慣れた景色に誘われ、子どもの頃の記憶がよみがえります。

小学校の帰り道、用水路に葉を浮かべ並走したり、道端のカエルを追って

茂みで百円を見つけ大喜びしたり。川を遡上し隣の地区まで行くこともあれ

ば、カブト虫を捕まえに出たまま帰らず叱られたこともありました。こうしてまち

のそこここで、子どもの頃の自分と再会するのです。皆さんはどうですか？

都内の子どもや若者にこの種の話をすると喜ばれます。「マンガみたいだ

ね！もっと聴かせて！」と。実際に川西にやってきた都内の小学生は、自分の

顔よりも大きいクモの巣にビックリ！クモやトンボを見つけては、時を忘れて

野原を駆け回るのです。

私たちにとって普通と感じてしまうことも、実は貴重な財産なのですね。そん

な発見は外からの目線で気づくことが往々にしてありそうです。

改めて私は、まちの風土に育まれてきたのだなと感じますし、数えきれない思

い出がこの土地とともに築かれていることを誇りに思います。

Ｕターン組の私だからこそ、普通と思われるようなことを貴重だと発見する

キッカケをつくれるかもしれません。発見する喜びをまちの皆さんと共有して

いきたい！この様な想いをもって、地域おこし協力隊の活動に臨みたいと思

います。ぜひ皆さんのお話も聴かせてくださいね！楽しみにしています。

派遣活動の担当が新しくなりました！
今年度もよろしくお願いします！！

[ 小松地区 ]
主担当　江本一宏
副担当　吉田勝信

[ 大塚地区 ]
主担当　吉田勝信
副担当　江本一宏

[ 玉庭地区 ]
主担当　松田智宏
副担当　江本一宏・吉田勝信

[ えき・まちネットこまつ ]
主担当　吉田勝信
副担当　松田智宏

[ 玉庭いこいの里 ]
主担当　江本一宏
副担当　松田智宏

4月からの派遣活動

本
好
き
な
子
ど
も
に

　
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
も
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
読
書
時
間
を
広
げ
た

り
、
読
書
へ
の
意
欲
を
高
め
た
り

す
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
達
だ
け

で
な
く
担
任
も
一
緒
に
読
書
に
親

し
む
時
間
を
設
け
る
、
朝
の
時
間

や
昼
休
み
に
読
書
の
時
間
を
増
や

す
、
図
書
貸
出
の
時
間
を
増
や
す

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　
次
に
、
保
護
者
の
方
の
協
力
を

広
げ
る
こ
と
で
す
。
保
護
者
や
元

保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
会

「
ぽ
ん
Ｔ
ａ
Ｎ
」
さ
ん
が
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
の
折
に
読
み
聞
か
せ
の
素

晴
ら
し
さ
や
参
加
者
の
拡
大
を
呼

び
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
新
た
な
入
会
者
が
増

え
て
、
保
護
者
の
方
の
読
書
へ
の

関
心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
の
読
み
聞
か
せ
が
楽
し

み
で
す
。

小
松
が
好
き
な
子
ど
も
に

　
小
松
地
区
の
教
育
環
境
を
活
か

し
地
域
の
方
と
の
交
流
を
通
し

て
、
郷
土
に
生
き
る
子
ど
も
を
育

て
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ダ
リ
ヤ
園
の
職
員
の
方
か
ら
ダ

リ
ヤ
の
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
ダ
リ
ヤ
園
観
光
の
お
客
様
に

小
松
地
区
の
「
食
」
を
紹
介
す
る

手
作
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
り
し
ま
し
た
。
置
賜
農
業
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
は
、
動
物

の
生
態
や
飼
育
、
農
作
物
の
栽
培

や
収
穫
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
野

菜
の
販
売
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
し
ま
し
た
。
か
が
や
き
の

丘
の
方
々
や
小
松
保
育
所
・
小
松

幼
稚
園
の
園
児
と
は
、
世
代
・
年

代
を
超
え
た
交
流
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
他
に
も
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

へ
の
指
導
、
英
語
の
指
導
、
琴
演

奏
の
指
導
、古
墳
の
案
内
な
ど
で
、

地
域
の
方
々
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

小松小学校児童数
１年生  ３９人
２年生  ４０人
３年生  ４７人
４年生  ４３人
５年生  ５１人
６年生  ４８人
 合 計  268人

小
松
小
学
校 

学
校
紹
介

9

　
小
松
小
学
校
は
、
今
年
で
創
立

１
４
３
周
年
を
迎
え
る
歴
史
の
あ

る
学
校
で
す
。
４
月
か
ら
は
新
校

舎
に
入
り
、「
か
し
こ
く　

や
さ

し
く　
た
く
ま
し
く　
そ
し
て　

小
松
が
大
好
き
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
学
校
生
活
の
一
端
を
紹

介
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

【
会
場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

５
月
29
日
㊍　
交
通
安
全
教
室
・
感
触
バ
ツ
グ
ン
！
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
！

６
月
11
日
㊌　
庭
で
遠
足
ご
っ
こ  

〜
お
に
ぎ
り
ラ
ン
チ
〜

※
お
に
ぎ
り
や
軽
食
、
飲
み
物
、
敷
物
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室　
午
前
９
時
〜

  

５
月
19
日
㊊ 

６
月
16
日
㊊ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
だ
よ
り

＊
町
立
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
所
施
設
開
放
日　
午
前
10
時
〜
11
時

  

玉
庭
保
育
所　
５
月
27
日
㊋　
　
美
郷
幼
稚
園　
６
月
３
日
㊋

  

北
斗
幼
稚
園　
６
月
11
日
㊌

新
し
い
環
境
を
生
か
し
て

　
校
舎
中
央
の
幅
広
い
ホ
ー
ル
と

階
段
を
使
え
ば
、
ミ
ニ
発
表
会
や

読
み
聞
か
せ
が
で
き
ま
す
。
図
書

室
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
仕
切
り

を
外
せ
ば
、
調
べ
方
を
広
げ
た
学

習
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、
新
校

舎
の
環
境
を
生
か
し
た
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

交
流
は
町
を
磨
き
、
自
分
を
磨
く

　
大
型
連
休
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
成
人
式
な

ど
各
種
行
事
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
作
業
も
順
調
に
進
み
、
来
週
は
田
植
え
の

最
盛
期
を
迎
え
そ
う
で
す
。 

　
今
月
17
日
、
町
と
愛
知
大
学
が
連
携
協
力

を
図
る
た
め
協
定
書
を
締
結
し
ま
す
。
愛
知

大
学
は
本
町
出
身
の
本
間
喜
一
先
生
の
尽
力

に
よ
り
昭
和
21
年
に
創
設
さ
れ
、
豊
橋
市
と

名
古
屋
市
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
万
人
の
学
生

が
学
ん
で
い
ま
す
。
本
間
先
生
は
戦
後
の
初

代
最
高
裁
判
所
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
法
曹
界
の
指
導
者
、
大
学
も
法
学
、
現

代
中
国
学
、
経
営
、
経
済
学
な
ど
文
系
大
学

で
す
。
卒
業
生
は
司
法
、
会
計
士
、
公
務
員

な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
岩
瀬
投
手
も
卒
業
生
で
す
。

　
22
年
か
ら
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
熱
心

な
働
き
か
け
に
よ
り
少
し
ず
つ
信
頼
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
が
、
協
定
を
結
び
定
期
的

に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
で
は

23
年
地
域
政
策
学
部
を
創
設
、
市
町
村
な
ど

の
地
域
課
題
に
着
目
し
た
調
査
研
究
と
地
方

公
務
員
な
ど
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
大
学
の
持
つ
人
材
や

研
究
成
果
を
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
か
ら

は
、
学
生
を
創
設
者
生
誕
の
地
へ
送
り
出
し

学
び
の
機
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
、
日
本
経
済
の
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
中
京
地
区
に
友
好
関
係
を
結
ぶ
団
体

が
誕
生
し
今
後
の
産
業
振
興
の
足
が
か
り
と

な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
川
西
フ
ァ
ン
を
増
や
す
交
流
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
盤
は
町
民
の

力
で
す
。
こ
の
町
が
好
き
だ
、
も
っ
と
良
く

し
た
い
と
自
ら
で
き
る
こ
と
を
日
々
努
力
す

る
こ
と
が
町
の
魅
力
を
高
め
、「
川
西
へ
行
っ

て
み
た
い
」
と
心
を
動
か
し
ま
す
。
京
都
や

東
京
の
よ
う
な
名
所
旧
跡
は
少
な
い
も
の
の
、

何
百
年
と
暮
ら
し
て
き
た
歴
史
や
こ
こ
に
し

か
な
い
魅
力
、
例
え
ば
玉
庭
の
ひ
な
め
ぐ
り
、

龍
蔵
桜
や
立
岩
の
石
割
桜
の
よ
う
に
地
域
住

民
が
一
生
懸
命
み
ん
な
の
た
め
に
取
り
組
む

様
子
に
多
く
の
人
が
感
動
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て「
ま
た
来
る
よ
」と
言
っ
て
貰
え
る
幸
せ
。 

　

交
流
事
業
は
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
、

そ
し
て
町
民
が
町
に
誇
り
を
高
め
る
こ
と
が

基
本
で
す
。
今
年
の
ダ
リ
ヤ
園
の
ポ
ス
タ
ー
、

８
月
の
夏
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
が
決
定
し
オ
ー

プ
ン
に
向
け
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
が
皆
さ
ん
の
出
番
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。



やってみませんか ６次産業
　町では、６次産業へ取り組まれる方に対し、
次の２つ助成事業を準備しています。是非ご
相談ください。

 Ⅱ 町内産品販売促進事業
■ 対象　町内産の農林水産物やその加工品の販売促
進に取り組む組織等が、産直販売を拠点として町内産
品の販売促進を実施するための事業（簡易テント、の
ぼり旗、ディスプレイ黒板、パンフレットの作成、販
売講習会等の講師謝礼、会議室・機材の使用料、新た
な品目や栽培方法に取り組むために必要な種苗や資材
購入経費等で５万円以上の費用が対象）

■ 補助内容　１/２補助、補助金上限１５万円

　昨年度は、紅大豆グルメの
日イベント開催の事業に助成
を行いました。

　昨年度は、加工用機器整備、
販売管理システム導入、新商
品開発とパッケージ作成、加
工技術習得のための研修及び、
販路拡大のための事業に助成
を行いました。

紅大豆を使った料理教室 ▼

＊２事業の申請締切は
　５月３０日㈮ です。
＊申請者が多数の場合は優先度
　が高い事業から採択します。

＼６次産業化に関することは随時ご相談に応じます／
問町産業振興課 ６次産業推進室　☎４２－６６９６

Ⅰ ６次産業化支援事業
メニュー①　６次産業化施設整備事業
■ 対象　農産物加工施設、農家レストラン、およ
び農家民宿等の施設や関連する機器等の整備（工事
費、設計委託料、機器購入経費等で１０万円以上の
新設・増設整備が対象）
■ 補助内容　１／２補助、補助金上限７０万円

メニュー③　新商品開発・商品改良事業
■ 対象　町内の農林水産物を主原料とした新商品
の開発や既存商品の改良（原材料費、パッケージや
パンフレットのデザイン委託料、加工品の成分分析
や微生物検査委託料、アドバイザーへの謝礼、商標
登録に係る手数料等で１０万円以上の費用が対象）
■ 補助内容　２/３補助、補助金上限３０万円

メニュー⑤　先進地・市場調査事業
■ 対象　６次産業化に関する先進地や市場調査の
ための調査経費（交通費、宿泊費、視察研修負担金
等で１０万円以上の費用が対象）
■ 補助内容　１/２補助、補助金上限１５万円

メニュー②　人材育成事業
■ 対象　６次産業化に関する技術習得、リーダー
育成のための研修経費（交通費、宿泊費、研修負担
金で３万以上の経費が対象）
■ 補助内容　２／３補助、補助金上限３０万円

メニュー④　販路開拓・拡大事業
■ 対象　新たな販売やルート開拓・拡大のための
商談会参加に係る経費（交通費、宿泊費、印刷費、
使用料等で１０万円以上の事業が対象）や、ホーム
ページ・インターネットショップ開設に係る経費（開
設のために必要な手数料等で１０万円以上の費用が
対象）
■ 補助内容　１/２補助、補助金上限２５万円

紅大豆の新商品、新パッケージ ▼

補助金 ･
助成等の
ご案内

□ 生活応援ローン
　下記のような生活資金全般にご利用いただ
けます。

■ 対 象 者　会社や商店に１年以上お勤めの町
内在住の方で、労働組合がない、
または職場に融資制度のない方。

■ 融資限度額　１５０万円以内 (１万円単位 )
■ 金　　利　年２. ６０％
　　　　　　（保証料込・固定金利）
■ 返済期間　７年以内
問東北労働金庫 南陽支店 
☎０２３８－４０－３５１１

教育資金

療養費

自動車
購入

冠婚葬祭 借財返済

 

勤
労
者
の
方
へ
生
活
支
援
を
目
的
に
東
北
労
働
金
庫

と
提
携
し
た
生
活
応
援
制
度

□ 事業者向け助成制度
●中小企業雇用維持対策支援制度
　国の雇用調整助成金制度による助成を受け
た事業所を対象に助成しています。助成金の
交付は各事業所につき２回までとし、助成額
は国助成額の１０％（上限額１回あたり５０
万円）としています。

 

事
業
主
の
方
へ
経
営
支
援
を
目
的

と
し
た
助
成
制
度

□ ふるさと奨学ローン
　県内への就職促進のための教育資金融資制度です。卒
業後、県内に就職または就業した場合は、(公財 ) 山形県
勤労者育成教育基金協会からの利子補給制度があります。
■ 特別金利取扱期間　平成２６年９月末日まで
■ 融資対象　大学・短大・高校・専門学校の入学金

や授業料、仕送りなどの教育費用
■ 融資限度額　最高１，０００万円まで
■ 特別金利（保証料込 ･ 固定金利）
＜返済期間＞　５年以内　年２．５０％～３．００％
　　　　　　　７年以内　年２．８５％～３．３５％
　　　　　　１０年以内　年３．１５％～３．６５％
■ 返済期間　１０年以内
問東北労働金庫 南陽支店 ☎０２３８－４０－３５１１
問 (公財 ) 山形県勤労者育成教育基金協会
☎０２３－６３５－０１０１

●中小企業制度資金利子補給制度
　運転資金や設備資金等を目的に借り入れた事業所を
対象に助成しています。助成額は１年分の支払利子の
２０％（上限額１０万円）としています。
●創業支援利子補給制度
　創業又は新分野進出、新商品開発に関する事業を行う
ため資金の融資を受けた事業所へ助成しています。助成
額は融資額（補助対象融資額５００万円以内）の年利１．
０％相当額とし、助成期間は３年以内としています。

問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

補助金 ･
助成等の
ご案内

サポート
　町では、有害鳥獣による農作物被害対策に係る電気
柵の設置を支援します。
■ 事業実施主体　
農業者・農業者グループ等

■ 補助対象事業　
鳥獣被害防止のための電気柵の設置

■ 補助率　
補助対象事業に要する経費の１／２以内。ただし、
事業１件当たりの上限を５０，０００円とします。

■ その他
１.事業を希望する方は、所定の申請様式がありますの
で、下記問合せ先までご連絡ください。

２.補助事業であるため、町で交付決定を行ってからの
事業着工となります。交付決定前の着工は原則認め
られませんのでご注意ください。

問町産業振興課 農業グループ
☎４２－６６４１　ＦＡＸ．４２－２６００

有害鳥獣被害防止
対策を支援します サポート

■ 事業対象者
県知事が認定するエコファーマーの認定を受けた農業者等

■ 助成内容
１.堆肥の購入助成 ／ 肥料取締法に基づく成分分析表
示がある堆肥（堆肥センター等）の購入経費の一部
助成を予算の範囲内で行います。

２.堆肥の散布助成 ／ 堆肥散布組織等に委託し散布を行っ
た場合の散布経費の一部助成を予算の範囲内で行います。

■ 申請方法等
町産業振興課農業グルー
プ生産振興チームへ所定
の申請書を提出願います。

問町産業振興課 農業グループ ☎４２－６６４１

堆肥の購入及び散布経費の
一部を助成します

提　出　期　限
春散布の申請時期
は８月末日です。

　町では、耕畜連携による堆肥等の有機質資源の利活
用を図り、農地の地力増進・向上を目的とした、環境
保全型の農業・農産物の生産を推進する農業者に対し
て、堆肥の購入及び散布経費の一部を助成します。

 農産加工・企業セミナー
　農産加工技術の習得と起業のためのセミナーを開催。
①食品加工の衛生管理セミナー　（１回）
　○日時：６月３０日㈪　午後２時～４時
　○場所：川西町中央公民館　視聴覚室
　○内容：加工施設の開設と食中毒予防
　○講師：置賜保健所

②総菜加工セミナー（２回）　７月下旬、８月上旬
　和食の基本とお惣菜加工
③花の加工セミナー（２回）　８月下旬、９月下旬
　プリザーブドフラワー加工と先進地研修
④漬物加工セミナー（２回）１０月下旬、１１月上旬
　漬物講座と企業組合の設立
⑤米粉加工セミナー（２回）１１月中旬、１１月下旬
　米粉を使ったパンやお菓子の加工
⑥ビジネスプランセミナー（１回）１２月中旬
　売れる商品づくりとビジネスプラン
※②以降の開催期日等は随時町報等でお知らせいたします。

申　込　期　限　６月２０日㈮まで

昨年度は、加工用機器整備、

工技術習得のための研修及び、

　１/２補助、補助金上限１５万円
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■ 助成要件　
　 下記の①～④全ての要件を満たす建築物
① 置賜産木材を使用すること。
② 町内建設業者が施工するものであること。
③ 新築及び増改築される住宅、付属建築物（物置、
車庫）で、申請する方が住居専用として使用
すること。

④ 平成２７年３月末まで工事が完了し、工事期
間中に現場確認ができること。

■ 助成対象額　
建築にかかる費用のうち、置賜産木材の額
（３０万円以上となること）
■ 助成金額　
助成対象額の２０％以内の額又は３０万円の
いずれか低い額（助成金額に千円未満の端数
が生じた場合は、切捨てとなります）

■ 申請手続　
建築着工前に交付申請の提出が必要です。申
請に必要な書類は、町農地課に用意しています。

　町では、町内での木材需要の促進と町内経済の活性化を目的として、平成２０年より「川西町木材製
品利用住宅建築奨励助成制度」を創設しています。置賜産木材を使用して木造住宅等を新築及び増改築
する方に対して助成金を交付する制度です。

サポート　 新規狩猟免許取得等に係る経費を助成します !
　近年、全国的に有害鳥獣による農作物等の被害が拡大し、大きな問題になっています。町内でもクマやニホン
ザル、カラス等による被害が出ており、毎年、捕獲駆除活動を行っています。しかし、捕獲駆除活動を行う担い
手も高齢化が進み年々減少しているため、新たな担い手の確保に向け、助成を行います。ぜひご活用ください。
■ 補助対象者　
平成２６年度に新規に第一種猟銃免許を取得しよ
うとする者（更新は除く）で、免許取得後は、猟
友会米沢支部川西ブロックに入会し、かつ、有害
鳥獣駆除活動に積極的に従事することができる者

■ 対象経費及び補助率
１. 狩猟免許取得に係る経費 ／ ①初心者講習会受講料
（全額補助）　②狩猟免許受験手数料（全額補助）
２. 銃砲所持許可に係る経費 ／ ①猟銃等初心者講習会
受講手数料（全額補助）　②射撃教習資格認定手数
料 (全額補助 )　③銃砲所持許可申請手数料（全額
補助）　④許可申請時の医師診断料（上限2,000円）

３. 有害鳥獣駆除活動に必要な次に掲げる物品の購入に
要した経費 ／ ①銃器　②銃保管庫　③装弾保管庫

　 →①～③購入にかかった経費の２分の１以内
　　（上限１２万８, ０００円）

■ 申請方法　
町農地課に申請書を用意しています。詳細はお問
い合わせください。

問町農地課 農村林務グループ ☎４２－６６４６

申　請　受　付　期　限   ７月３１日㈭まで

有害鳥獣駆除の新たな担い手の確保に向けて

補助金 ･
助成等の
ご案内

補助金 ･
助成等の
ご案内

■ 対象
町内の居住する住宅または敷地内の車庫で新
規に設置または増設する方

■ 補助金額
対象システムの太陽電池の最大出力（９. ９９
kw を上限）に、３万円を乗じた額。最大

２９万 9千円。増設においては、既設対象シ
ステムと増設対象システムの合計が 10kw未
満である場合、増設部分を補助対象とします。

※ 補助金は予算がなくなり次第終了します。詳
しくは町まちづくり課へお問い合わせくださ
い。

　町では地球温暖化対策の一環として、新エネルギーの導入を積極的に進めるために、
太陽光発電設置費用の補助制度を設けています。

　空き家の有効活用と本町への移住の促進を図る
ため、町では空き家利活用支援事業補助制度を設
けています。空き家を購入もしくは賃貸借する場
合、移住者もしくは賃貸物件の所有者に対し、対
象となる改修工事の経費の一部を補助いたします。
　補助金の額は要件によりますが、最大で対象工
事に要する費用の２／３の額又は４０万円のいず
れか低い額となります。詳しくは町まちづくり課
へお問い合わせください。

●売却、賃貸可能な空き家を活用しませんか？

　町まちづくり課では、町内へ移住を希望する方
への相談窓口を設け、売却や賃貸が可能な空き家
の紹介等を行っています。地方への注目が高くな
る中で、本町への移住を希望される方からの問い
合わせは増加傾向にある一方、希望に合う物件は
不足している状況です。
　ついては、売却や賃貸が可能な空き家をお持ち
で、有効活用を考えられている方がいらっしゃい
ましたら、町まちづくり課までご連絡ください。

問
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ち
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室 

☎
42

－

６
６
１
３

住宅用太陽光発電設置費用補助金

川西町木材製品利用住宅建築奨励助成制度
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空き家利活用支援事業補助金

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月２４日

地上から
の高さ

場　　　所
小松小
学校

大塚小
学校

犬川小
学校

中郡小
学校

高山小
学校

玉庭小
学校

東沢小
学校

吉島小
学校

川西中
学校
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町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

サポート　まちづくりのための活動を支援します

■ 対象事業　
① 地域間交流事業　② 世代間交流事業
③ 人材育成事業　　④ コミュニティ育成事業
⑤ 産業創造育成（特産品開発、生産加工等）事業
⑥ 子ども育成事業　⑦ イベント（研修会等含む）開催事業
⑧ その他町長が特に認める事業

■ 対象者　
自治会及び町内に所在する団体、グループ（ただ
しこれまで当事業を活用したことのある団体等は
対象外とします。）

■ 対象経費　
補助金の対象となる経費は食糧費等を除いた経費

■ 補助額　
補助対象経費の１０分の１０以内。
１事業３０万円を上限とします。

■ 申請方法　
町まちづくり課へ所定の申請書を提出してください。

■ 採否決定　
申請書提出後、審査を行い、予算の範囲内におい
て事業の採否を決定します。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

　活力ある地域づくり、町民と行政の協働のまちづくりを推進するために、町民の皆さん
（団体、グループ）が自主的・主体的に行う事業、地域活動等に対し支援を行います。

申　込　締　切   ６月１３日㈮まで

住宅関係の支援事業をご活用ください !

▲地区の秋まつりに参加する犬川青年団

サポート　若者の海外研修を応援します

■ 対象者　
町内に在住する概ね１８～３９歳の個人またはグ
ループで、研修の成果を広く報告し、まちづくり
活動に積極的に参加できる方

■ 対象事業　国外におけるまちづくりの研修活動
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費（町の規定にならう）
■ 助 成 率 　対象象経費の４／５以内
　（一人あたり４０万円上限）

■ その他　
町まちづくり課に交付要綱（企画書等様式）を準
備しています。詳しくは、下記までご連絡ください。

※ ６月１６日まで提出あった分について審査会を実
施します。その後、企画書提出順に審査・交付決
定を行い予算が無くなり次第終了とします。

　町では、まちづくり活動に不可欠な行動力と広い視野を持った人材の育成を図る
ために、海外研修を実施する若者を支援します。補助金の交付を希望する方は、研
修計画等を記載した企画書を提出のうえ、審査を通過することが必要となります。

申　込　締　切   １２月１２日㈮まで

問町まちづくり課 地域づくり推進室 
☎４２－６６１３
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まちからのお知らせ
town information

まちからのお知らせ
town information

６月１４日 土 はひめさゆりデー 昼食時山菜汁を
無料でふるまいます

羽前小松駅を発着として下小松古墳群や田んぼ道を歩
く約１０㎞のコースです。国指定史跡下小松古墳群に
咲くヒメサユリやニッコウキスゲなどの里山の花々や、
ハッチョウトンボなど希少な昆虫とふれあい、美しい
田園風景のなかウォーキングを楽しんでみませんか。

❖開催時間　午前１０時～午後１時  
❖集合場所　下小松古墳群ふれあい広場
❖持 ち 物 　昼食（おにぎり等）
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
② ③ の申込先
問犬川地区交流センターえぐべ ☎４２−２６４２

①「花ウォーク」ひめさゆりコース
②親子里山体験 ③ひめさゆり鑑賞会
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　今年度は過去最高２７店舗が出店予定！
❖開催日　６月１４日、７月１２日、８月９日
　　　　　９月１３日、１０月１１日、１１月８日
　　　　　【１１月までの毎月第２土曜日】
❖時　間　朝７時～８時３０分
❖会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　（１１月および雨天時は中央公民館）
●農家チャレンジショップ開店します
　「こまつ市」にチャレンジショップのコーナーを５月から
設置しています。野菜や加工品の直売をやりたいと考えてい
る方、１回だけの参加も可能ですので、気軽に参加してみま
せんか。消費者のニーズを把握する絶好の機会となります。
　加工品の販売は、製造許可を取得している方に限定いたし
ますが、これから加工を始めたい方は試食でアンケート調査
などが可能です。　　■ 申込期限　５月２３日㈮
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２−６６９６

今年の「こまつ市」
案内人研修会
参加者募集
　「ダリヤの里かわにし案内人」は今回、まち歩きの先進
地を訪問し現地ガイドから学ぶ研修会を企画しました。
■ 期　　日　５月２５日㈰
■ 場　　所　新潟市（古町花街と西大畑の屋敷町を散策）
■ 参 加 費　２，５００円（ガイド料、交通費として）
　　　　　　 昼食代は各自お支払ください。
■ 交通手段　車（乗り合い）
■ 申込方法　５月２０日㈫までお電話ください。
■ 日　　程　午前８時　川西町役場前出発

午前１１時 新潟市内まちなか歩き研修・昼食
午後５時３０分　川西町役場前到着予定

申込先・問川西町観光協会事務局 ☎５４−１５１５

観光ボランティ
アガイドも随時
募集中です！

11:20　　　　 12:00  14:00　　　　 15:00
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※時間は目安です。コースは変更
　となる場合があります。

／山形デスティネーションキャンペーン初日！＼

ひめさゆりの咲く下小松
古墳群のふもとで、お父
さんやお母さんといっ
しょに里山の自然とふれ
合いませんか？
※幼稚園児・小学生と保
護者が対象となります。

東北有数の大古墳群、下
小松古墳群には、ひめさ
ゆりや珍しい植物や昆虫、
町の木でもある赤松林な
ど魅力がいっぱいです。
たくさんの自然とふれ合
いながら、下小松古墳群の
魅力を満喫してください。

❖受付時間　午前１０時３０分～１１時１０分 
　　　　　　（事前申し込みが必要です。）
❖集合場所　羽前小松駅
❖持 ち 物 　昼食、雨具
❖コ ー ス

　　　　　　

❖申し込み締切　６月６日㊎ 
※小雨決行。荒天の場合中止となる場合があります。
① の申込先・問川西町観光協会 ☎５４−１５１５
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★ステージやマル
シェ、花火など楽
しい催しが盛りだ

くさん！

★「小松豊年獅子踊」
「龍蔵神社獅子」
「皇大神社獅子」
「大槌虎舞」
の伝統舞公演

★みんなで踊る
「よさこい」
「川西音頭」

各地区からまつり会場までの送迎バスを運行。

マルシェ出店団体募集、花火の募集等は町報６月号で
告知します。

問川西夏まつり実行委員会事務局（町まちづくり課内） ☎４２−６６６８

vol. １

おまつりの運営は実行委員会内に置かれ、町内 37 団体から選出された
運営委員が担います。町民のみなさんのご協力をよろしくお願いします。
　＊運 営 委 員 長 ：江本一男氏（えき・まちネットこまつ）
　＊副運営委員長：寒河江雅広氏（町青少年育成推進員会）
※運営委員のサポートスタッフも随時募集しています。
　一緒におまつりを盛り上げましょう！

今年のおまつりは？

❖期　日　８月１０日㈰１５時～２１時
❖会　場　フレンドリープラザ及び
　　　　　JA 山形おきたま本店周辺

情報

いぬかわ地区食の応援団・直売所の開設します！
❖開催時間　午前１０時～午後２時
❖場　　所　下小松二番公民館脇駐車場

❖開催日　６月１４日、７月１２日、８月９日
　　　　　９月１３日、１０月１１日、１１月８日
　　　　　【１１月までの毎月第２土曜日】

今年の「こまつ市」今年の「こまつ市」

　　　　　９月１３日、１０月１１日、１１月８日
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まちからのお知らせ
town information

まちからのお知らせ
town information

まちづくりマイスター
養成講座受講者募集！

　地域づくりに必要なスキルを身に付け、「これか
ら」を担う人材を育成するための講座を開設します。
　今回の講座は、各地区からの推薦者と一般からの
応募者を合わせて３０名程度での開設を予定してい
ます。この講座を修了された方を「まちづくりマイ
スター」に認定し、各地区等における地域づくり活
動に参画いただきます。
■ 講座内容　企画力養成、ファシリテーション能

力開発、プレゼンテーション能力開
発、評価管理養成、交流など

■ 講座期間・回数　６月から翌年２月まで１０回
■ 募集資格　年齢、性別等を問いません。
■ 申込方法　町まちづくり課又は各地区交流セン

ターに備えてある申込用紙に必要事
項を記入の上、町まちづくり課まで
提出ください。

■ 募集期限　５月３０日㈮

募 集
１０名
受講料
無 料

岩手県大槌町
復興支援バスツアー
　町では岩手県大槌町の復興を支援するバスツアー
を実施します。被災地の被害状況や復興状況を地元
住民の「語り部ガイド」の方に案内していただきま
す。まだ、被災地に行かれていない方、是非ご参加
ください。
■ 期　　日　６月２８日㈯～２９日㈰
■ 日　　程　川西町～遠野（昼食）～大槌町（被災

地視察研修）～大槌町（泊）
　　　　　　 大槌町福幸きらり商店街（買物）～

陸前高田・奇跡の一本松～気仙沼（昼
食・買い物）～川西町

■ 宿泊場所　大槌町三陸ホテルはまぎく（津波の被害
に会いリニューアルオープンしたホテル）

■ 参 加 費　２０, ０００円
■ 募集期日　６月６日㈮　※定員になり次第締切
　 電話か FAX で町まちづくり課まで申し込みください。
■ 旅行企画　山交観光㈱ 米沢営業所
※参加者には、別途詳細を後日ご案内致します。

■ 届出対象者
個人か法人かを問わず、売買や相続、贈与、法人
の合併等により、森林の土地を取得した方は、面
積の大小に関わらず届出の対象となります。　

■ 届出期限
町内の森林の土地の所有者となった日から９０日
以内に、町農地課へ届出をしてください。

■ 届出事項
○ 所有者の住所、氏名　　○ 所有者となった年月日
○ 所有権移転の原因　　　○ 土地の所在場所、面積
○ 土地の用途等  ※届出様式は、町農地課に用意しています。

問町農地課 農村林務グループ ☎４２−６６４６

■ 添付書類
○ 登記事項証明書（写しも可）又は土地売買契約書
　 など権利を取得したことがわかる書類の写し
○ 土地の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
■ 罰 則 等

届出をしない、又は虚偽の届出をしたときには、
１０万円以下の過料が課されることがあります。

■ そ の 他
森林の立木を伐採する場合は、事前に町長へ「伐
採及び伐採後の造林の届出」が、１ha を超える林
地開発を行う場合は、知事の許可が必要です。
保安林では、立木の伐採及び土地の形質を変更する
場合、事前に知事許可が必要ですのでご注意ください。

ご存じですか？　―売買や相続、贈与―
新たな森林の土地の所有者は届出が必要です！

　森林法改正により、平成２４年 4 月 1 日以降新たに森林の土地を取得した方は、
その土地のある市町村へ土地の取得に関する届出が義務付けられました。
　森林の土地所有者を行政が把握することで、森林の施業等に関する助言を行った
り、森林を集約化して効率のよい森林整備を推進するために制度化されたものです。

●税金の納期内納付をお願いします
　今月は、固定資産税第 1 期の納付月です。納期限
は６月２日（口座振替の方は５月２８日が振替日）
になりますので、早めの納付や口座残高の確認をお
願いします。なお、振替日を過ぎますと、再度の振
替はできなくなりますのでご注意ください。
●税金の納め忘れはありませんか？
　平成２５年度の町税等の納付は４月１日で終了
となりましたが、納め忘れがないか再度確認をお
願いします。
　本町では、町税等の納め忘れを防止するために
５月末まで、重点的に未納者宅を訪問しています。
万一納め忘れがありましたら、早急に納付いただ
くか、下記までご連絡をお願いします。
　納付催告後、未納のままにしておきますと、差
押等の法的措置により強制的に納めていただく場
合がありますのでご注意ください。
問町税務収納課 収納グループ ☎４２−６６３４

●家屋の新築、増改築、取り壊しがあり
　ましたらご連絡ください
　固定資産税は、家屋の新築、増改築、取壊しなど
があった場合、税額が変わります。新築、増改築、
取り壊し等をされた方はご連絡をお願いします。
連絡をいただいた後、日程を調整し、所有者立会
いのもと、担当職員が現地に伺い家屋評価調査を
させていただきます。
問町税務収納課 町税グループ ☎４２−６６２４

野焼きが原因で火災発生！
～ 野 焼 き は 法 律 で 禁 止 さ れ て い ま す ～

　今年度に入り、野焼きが原因の火災が相次いで発生
しています。野焼きは、悪臭・煙害・有害物質を発生
させるなど、地域の皆さんに迷惑をかけるほか、火災
の原因となり大惨事を引き起こす場合もあります。
　野焼きをした場合、５年以下の懲役又は、1,000 万
円（法人は３億円）以下の罰金に処せられるなど厳し
い罰則が設けられています。ごみは、野焼きをしない
でルールに従って処理しましょう。

　 緑のカーテン講習会
～緑のカーテンを作ってみませんか～
　町では、気軽に始められる環境保全活動
として「緑のカーテンづくり」に取り組んでいます。
緑のカーテン栽培初心者の方を対象とした「緑のカー
テン講習会」を開催しますので、興味のある方は是非
ご参加ください。
■ 日　時　５月３１日㈯
　　　　　 午前１０時３０分～１１時３０分
■ 場　所　置賜公園 管理棟前
■ 内　容　アサガオの植え方・育て方
■ 持　物　軍手、家庭用プランター
■ 締　切　５月２８日㈬
■ 申込方法　下記までお電話でお申し込みください。
問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２−６６１８

参加者には
アサガオの苗を
差し上げます。

先 着
２０名
参加費
無 料

パソコン教室を開催します
■ 場　　所　中央公民館４０１号室
◆６月５日㈭　午前１０時～１２時、午後１時～３時
　「パソコンの基礎からインターネットの活用まで」 
◆６月６日㈮　午前１０時～１２時、午後１時～３時
　「今話題のタブレット入門コース」

定 員
１０名
参加費
無 料

■ 期　　日　【２５回コース】

※日程は変更する場合があります。
■ 時　　間　午後７時００分～９時００分
※初回のみ午後６時３０分～９時００分
※参加者の状況により時間割を設定する場合があります。

■ 場　　所　中央公民館 ２階 ２０１号室　他
■ 講　　師　伊藤恵子氏
■ 受 講 料　町内在住者３，０００円
　　　　　　 町外在住者５，０００円
※テキスト代は別途負担（４，８３０円）
■ 内　　容　テキストによる学習。授業はすべて

日本語で行います。
■ 託児サービス　無料
■ 申込締切　５月３０日㈮　
■ 申込方法　申込用紙を準備しておりますので、
　　　　　　 町まちづくり課にご連絡ください。

日本語講座受講生募集！

６月 ３日㈫、１０日㈫、１７日㈫、２４日㈫
７月 １日㈫、８日㈫、１５日㈫、２２日㈫、２９日㈫
８月 ５日㈫、１９日㈫、２６日㈫
９月 ２日㈫、９日㈫、１６日㈫、２３日㈫、３０日㈫
10 月 ７日㈫、１４日㈫、２１日㈫、２８日㈫
11 月４日㈫、１１日㈫、１８日㈫、２５日㈫

募 集
２０名
先着順

　

日本語を母語としない人のための日本語講座を開設します。
日本語の会話を中心に、授業はすべて日本語で行います。

募 集
３０名
先着順

　

こちらのページについてのお申込み  ＞＞＞  問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２−６６１３ FAX.４２−２１１０

町報かわにし　1617　町報かわにし 平成２６年５月１５日 平成２６年５月１５日



たばこの煙は PM ２. ５
～５月３１日から６月６日まで「禁煙週間」～
　中国北京の環境汚染で有名になった PM ２. ５
ですが、実はたばこの煙も PM ２. ５です。禁煙
でない飲食店の PM ２. ５は北京で最も濃度が高
い日と同じレベルと言われています。PM ２. ５
は非常に小さな粒子であるため、肺の奥深くまで
入り込みやすく、肺はもちろん、全身の炎症を引
き起こします。さらに、タバコの煙には６０種類
以上の発がん性物質が含まれています。自分の健
康・家族や身近な人のためにもこの機会に禁煙し
ましょう。町では、保健師が電話等により３ヶ月
間の禁煙支援を行っています。自力禁煙が困難な
場合は、禁煙外来をお勧めします。

あなたが受けられる町の検診を確認してみましょう
あなたの年齢は？

（平成２７年４月１日時点）

４０歳～７４歳 ７５歳以上 ２０歳～３９歳

あなたの保険証は？

後期高齢者医療保険

保険証を問わず川西
町に住所があれば受
けられます。

①川西町国民健康保険
②６５～７４歳の後期
　高齢医療保険
③健康保険（被扶養者（家
族）及び任意継続の方）（※）

①②以外の
健康保険

各種がん検診 健康診査・
各種がん検診

２０歳代：子宮頸がん検診
３０歳代：子宮頸がん検診
　　　　 健康診査

特定健診・
各種がん検診

（※）健康保険によって、健診内容等が異なります。「受診券」をお持ちいただくと町の検診会場で受診可能
な場合があります。健康保険証発行元に直接お問い合わせください。

あなたの保険証は？

平成 26年度の各種検診が始まります
　あなた自身のため、あなたを心配する周囲の人のためにも検診を受けることを習慣づけましょう。症状がなく
ても検診を積極的に受け、生活習慣を見直すことが大切です。「健康だから」「忙しいから」と健診 ( 検診 ) を受
けていない方、まずは一度、健診 ( 検診 ) を受けてみましょう。

国保人間ドック
会　　場 南陽検診センター

受付時間
男性：午前７時３０分～８時００分
女性：午前７時００分～７時３０分

対 象 者 実 施 日

４０歳～７４歳
の川西町国民健
康保険被保険者
の方

　６月２５日㈬　　７月１８日㈮
　７月２５日㈮　　７月３１日㈭
　８月２２日㈮　　８月２６日㈫
　９月１８日㈭　　９月３０日㈫
１０月３０日㈭　１０月３１日㈮
１１月２６日㈬

子宮頸がん・乳がん検診
会　　場 南陽検診センター
受付時間 午後１時００分～１時２０分
対 象 者 実 施 日

子宮頸がん検診：
２０歳以上女性

乳がん検診：
４０歳以上女性

　６月　４日㈬　　６月２７日㈮
　７月　４日㈮　　７月１０日㈭
　７月１５日㈫　　８月　７日㈭
　８月２８日㈭　　９月　３日㈬
　９月１１日㈭　　９月１６日㈫
１０月１４日㈫　１０月２０日㈪
１１月１１日㈫　１１月２７日㈭
１２月　１日㈪　１２月　３日㈬
１２月１７日㈬

【個別医療機関会場】置賜管内の医療機関でも子宮頸がん・乳がん検診が受けられます。
検診を申し込んでいない方で、医療機関での検診をご希望の方は町健康福祉課までお申し込みくさい。
※すでに検診をお申し込みの方には、健康推進班（衛生婦人班）役員の方を通して又は郵送にて事前に各種検診

票を配布いたします。　

○健康保険・共済組合・国保
組合の被扶養者となっている
４０歳以上７５歳未満の方へ
　長井市・南陽市・高畠町・川西町・飯豊町・白
鷹町の 6 市町に所在する事業所の被扶養者の方

（ご家族）には、全国健康保険協会より「特定健
診受診券」が被保険者の方の自宅に送付されてい
ます（3 月下旬頃）。上記以外の方には、事業所
あてに発送予定です。
　町で行う集団健診時に「特定健診受診券」を提
出していただくと、町で行うがん検診との同時受
診が可能です。なお、詳細は下記にお問い合わせ
ください。
問全国健康保険協会 山形支部保健グループ 
☎０２３−６２９−７２３５

○平成２６年度無料がん検診について
　町では、下記生年月日の方を対象に、子宮頸がん検診・乳がん検診・大腸がん検診の無料検診を実施します。
対象者には、5 月下旬ころ無料クーポン券を送付いたします。町で実施される検診の料金が無料になりますので、
この機会にぜひ受診していただき健康管理にお役立てください。詳細につきましては、案内文をご覧ください。
　また、今年度は、平成 21 ～ 24 年度において、「子宮頸がん」「乳がん」（「大腸がん」は対象外）に関して、
無料クーポン券を受け取られて、町で実施する検診を受けられなかった方を対象に、無料検診のクーポン券を再
度送付いたします。

【無料クーポン検診対象】　　　　　　　　　　　　　　【再案内対象者】※女性対象　
子宮頸がん検診

年　齢 生年月日
２１歳 平成  ５年４月２日～平成　６年４月１日

大腸がん検診、乳がん検診
４１歳 昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日

大腸がん検診
４６歳 昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日
５１歳 昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日
５６歳 昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日
６１歳 平成２８年４月２日～平成２９年４月１日

子宮頸がん検診
年　齢 生年月日

２２～２５歳 昭和６３年４月２日～平成　４年４月１日
２７～３０歳 昭和５８年４月２日～昭和６２年４月１日
３２～３５歳 昭和５３年４月２日～昭和５７年４月１日
３７～４０歳 昭和４８年４月２日～昭和５２年４月１日

乳がん検診
４２～４５歳 昭和４３年４月２日～昭和４７年４月１日
４７～５０歳 昭和３８年４月２日～昭和４２年４月１日
５２～５５歳 昭和３３年４月２日～昭和３７年４月１日
５７～６０歳 昭和２８年４月２日～昭和３２年４月１日

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０（保健師）

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ健康情報ひろば
各地区検診

（特定健診等、後期高齢者健診、胃がん検診、
大腸がん検診、呼吸器検診、肝炎ウイルス検診）

受付時間 午前７時３０分～９時００分
実 施 日 検診会場

　６月　５日㈭
　６月　６日㈮
　６月１６日㈪

川西町交流館
（旧川西町立第二中学校）

　７月１６日㈬
　７月１７日㈭ 玉庭地区交流センター四方山館

　７月２８日㈪
　７月２９日㈫ 犬川地区交流センターえぐべ

　９月　２日㈫ 東沢活性化センター
　９月２４日㈬
　９月２５日㈭
　９月２９日㈪

中郡地区交流センターみずほ

１０月２４日㈮
１０月２７日㈪
１０月２８日㈫

大塚地区交流センター治平館

１１月１２日㈬
１１月１７日㈪
１１月１８日㈫
１１月１９日㈬
１１月２８日㈮

川西町農村環境改善センター

※平成２７年４月１日現在の年齢

町報かわにし　1819　町報かわにし 平成２６年５月１５日 平成２６年５月１５日



介護予防のために
 ●元気アップ教室（足腰元気コース）

○内　容：理学療法士等によるストレッチやレクリ
エーション等を週１回、全１２回開催。
５月、９月、１２月開始の３コース。

○利用料：１回３００円（送迎込み）
※対象者にはご連絡します。
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

 ●元気アップ教室（お口元気コース）
○内　容：言語聴覚士による口腔内の健康を保つた

めの指導や、摂食・嚥
え ん か

下機能を向上させ
る訓練等を週１回、全１２回開催。
５月、９月、１２月開始の３コース。

○利用料：１回３００円（送迎込み）
※対象者にはご連絡します。
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

 ●すこやか塾
【会場：浴浴センターまどか】
○内　容：ヨガ、ストレッチ等、年３回開催。
○利用料：１，０００円（送迎、昼食、入浴あり）
○時　間：午前１０時～午後２時３０分

【会場：川西町農村環境改善センター】
○内　容：ヨガ、ストレッチ等、年３回開催。
○利用料：無料（送迎あり）
○時　間：午前９時３０分～１１時３０分
※詳細は下記を参照

 ●脳いきいき教室
○内　容：体育館で軽体操やレクリエーション等を

月１～２回程度開催。６月～３月。
○利用料：１回１５０円（体育館利用料）
※初回のみ保険料として８００円が必要です。
※定員３０名。希望者無料送迎あり。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

 ●すこやかサロン（認知症等予防事業）
○内　容：閉じこもりの解消や認知症予防等を目的にレ

クリエーションや軽体操、趣味活動、健康講
座等を開催。参加回数は週１回または月２回。

○利用料：１回１，２３０円（送迎、昼食付き）及び
材料費等の実費負担あり。

※生活保護世帯の方は無料。
問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

 ●いきいきサロン（地域介護予防活動支援事業）
○内　容：生きがい活動や仲間づくりができるよう

に、地域の公民館等を活用して気軽に集
える場を提供。

○利用料：無料（実費負担あり）
問川西町社会福祉協議会 ☎４６−３０４０

 ●はつらつ健康教室
○対象者：７５歳以上の方
○内　容：健診の結果説明会に併せて、介護予防に

ついての講話等を開催。
○利用料：無料
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

 ●川西ころばん塾 
○対象者：元気アップ教室を受講した方
○内　容：理学療法士等による転倒予防のための軽

運動等を月２回、全１０回開催。
６月、１１月開始の２コース。

○利用料：１回３００円
※対象者にはご連絡します。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

安心、安全のために

●生活援助員派遣事業
○内　容：介護予防、自立支援を目的にホームヘル

パーを派遣し、掃除や買い物などの家事
援助。週２回まで利用可。

○利用料：１時間以内４１０円
※生活保護世帯の方は無料。
問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

●訪問理美容サービス事業
○内　容：寝たきりなどの心身上の理由から、理髪

店や美容院に出向くことができない方の
自宅に理美容師が訪問し、理美容サービ
スを実施。

※出張に要する経費の一部を町で負担。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

 ●うつ予防訪問事業
○内　容：保健師による家庭訪問、個別ケア。
○利用料：無料
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

 ●訪問型口腔機能の向上事業
○内　容：歯科衛生士、保健師の訪問によるお口の

手入れ等の指導。希望者はご連絡ください。
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

生活支援サービス

 ●紙おむつ（介護用品）購入支援事業

 ●緊急通報システム設置事業

○対象者：要介護３以上に認定された方で常時おむ
つを必要とする方（介護保険施設への入
所者、医療機関に入院している方を除く）

○内　容：紙おむつを購入できる助成券（１月あた
り３，０００円）を年４回支給。

問町健康福祉課 介護支援グループ ☎４２−６６３８

○対象者：６５歳以上の高齢者で、緊急時に不安を
抱えるひとり暮らしまたは高齢者のみの
世帯の方

○内　容：緊急時にボタンを押すだけで警備員に連
絡できる装置を設置。

○利用料：１か月あたり５５０円
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●日常生活用具給付事業
○対象者：６５歳以上の高齢者でひとり暮らしの方
○内　容：日常生活の便宜を図るため、電磁調理器

などの日常生活用具を給付または貸与。
○利用料：所得税及び町民税の額により一部費用負

担あり。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

●高齢者等除雪援助事業
○対象者：①６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢

　者のみの世帯
②身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
　者保健福祉手帳を有する方のみの世帯

○内　容：除雪作業員を派遣するとともに、一定の
費用を援助。

問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

家族介護者支援事業
 ●家族介護教室

 ●ほっと広場（家族介護者交流事業）

○内　容：介護者の介護にかかる負担の軽減を図る
ため、介護予防や介護の方法、介護をす
る方の健康づくりなどの知識または技術
を習得するための教室を開催。

○利用料：無料（実費負担あり）
問川西町社会福祉協議会 ☎４２−３０４０

○内　容：介護者の心身の元気回復と孤立感の解消
を図るため、介護の悩みを相談したり、
介護者相互の情報交換や交流の場を提供。

○利用料：昼食代等の一部を負担あり。
問川西町社会福祉協議会 ☎４２−３０４０

 ●認知症の方を介護する家族のための介護者のつどい
○内　容：日頃の介護の悩みや思い等を自由に話す場。
○期　日：５月２８日、７月３０日、９月１０日、１１月２６日、

３月１１日　各日午前１０時～１１時３０分
○場　所：生きがい交流館　　○利用料：無料
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

 ●７０歳健康教室
○内　容：国民健康保険高齢受給者証の交付時に、

介護予防について講話や軽体操を開催。
○参加費：無料
問町健康福祉課 健康チーム ☎４２−６６４０

 ●救急医療情報キット配備事業
○対象者：６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者

のみの世帯
○内　容：迅速で適切な救急活動が行えるよう医療情

報を記録したキットを居宅に配備します。
○利用料：無料
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２−６６３５

高齢者や家族を支えるためのサービス情報です

「第１回すこやか塾」参加者募集！
■ 対　　象　６５才以上の方
■ 期　　日　６月６日㈮
■ 内　　容　「楽らく体操・ゲームで体と頭のリフレッシュ」
■ 講　　師　山田 富士子氏（介護予防サポーター）
■ 会　　場　浴浴センターまどか　
■ 時　　間　午前１０時～午後２時３０分　
■ 個人負担金　１，０００円（昼食代）　入浴可
■ 申込締切　５月２６日㈪
■ 申し込み　定員３０名（希望者に送迎あり）

下記まで電話申込。申込多数の場合、参加経験者
の参加を見合わせていただくことがあります。申
込後、参加決定の通知を郵送いたします。

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２−６６４０

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ健康情報ひろば

ぜひご活用ください！

サポーター養成講座  ●認知症サポーター養成講座
○内　容：認知症について理解し、認知症の人やその

家族を温かく見守り支援するサポーターを
養成するための講話等。

○利用料：無料
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

○内　容：認知症や寝たきり等、要介護にならないため
の介護予防に関する講話、実技等を５回開催。

○利用料：無料
問地域包括支援センター ☎４６−５５１１

 ●介護予防サポーター養成講座

町報かわにし　2021　町報かわにし 平成２６年５月１５日 平成２６年５月１５日



健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０
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地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。 母子健康手帳交付

〈期　　日〉６月９日㈪、２３日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書

すくすく赤ちゃん健康診査
〈期　　日〉６月２０日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年１月１６日～３月１５日

生まれの乳児
〈内　　容〉身体計測、診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ

３歳児健康診査
〈期　　日〉６月２７日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２２年１１月～１２月生まれの乳児
〈内　　容〉身体計測、内科・歯科診察等
〈持 ち 物〉母子健康手帳、問診票、尿、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票・尿容器等を郵送します。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉６月２６日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２４年６月生まれの幼児

【受付時間】１３：２０～１３：３０
②平成２５年４月、平成２３年６月、
１２月生まれの幼児ほか
【受付時間】１３：３０～１４：００
③妊婦及び夫
【受付時間】１３：５０～１４：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します
５月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの誕生日が
５月２日から６月１日生まれの方 です。
〈受　　付〉５月２３日㈮～５月３０日㈮
〈持 ち 物〉①印鑑　②お子さんの健康保険証
③平成２５年１月１日に本町に住所がない方は、扶
養者の平成２４年分の所得額と控除額のわかる書類
※証の有効期限は、お子様の誕生月の末日までとなって
います。有効期限切れの証を医療機関で提示すると、
自己負担額を請求される場合がありますので、有効
期限が切れる前にすみやかに更新手続きください。

※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い
合わせください。

問町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

献　　血
〈期　　日〉６月１２日㈭

〈対象者〉１６～６９歳の健康な方
〈持ち物〉献血カード

ママパパ教室
〈期　　日〉６月２５日㈬
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉６月１８日㈬まで電話で申し込み
〈持ち物〉母子健康手帳

きらきら親子相談
〈期　　日〉６月６日㈮
〈受付時間〉１３：３０～１５：００
〈場　　所〉子育て支援センターこあら
〈申込方法〉５月３０日㈮まで電話で申し込み

各種検診（呼吸器・特定健診等）
〈期　　日〉６月５日㈭、６日㈮、１６日㈪
〈受付時間〉７：３０～９：００
〈場　　所〉川西町交流館（旧川西町立第二中学校）
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は、保険証が必要です。

子宮がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉６月４日㈬、２７日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：２０
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ健康情報ひろば

名　称 曜日 時　間 参加料
１  川西町農村環境改善センター 木  午前１０時～１１時３０分

３００円
２  かとう接骨院 火

 午後１時～２時３０分３  奥山接骨院 水
４  斎藤接骨院 木
５  けんしんリハビリセンター 木  午後２時～３時３０分

▲元気アップ教室の様子

□　手すりがないと階段を上れない
□　つかまらないと椅子から立ち上がれない
□　１５分続けて歩けない
□　この１年間転んだことがある
□　転倒に対する不安が大きい

まずはこちらをチェックして
みましょう！

認知症
コラム

「元気アップ教室」
～要介護状態にならないために足腰をもっと丈夫にしよう～

　該当する項目はいくつでしたか。足腰の衰えは、高齢者が要介護状態になる大き
な要因です。活発にからだを動かせば、高齢者であっても運動器の機能は向上しま
す。「からだを動かすのがおっくうになった」ことに気づいたら、何事も自分でで
きることを増やす、生きがいや目標をもつなど、日々の生活を活発にしてくように
しましょう。
　３つ以上あてはまった方は、下記の元気アップ教室に参加して介護予防にとりく
みましょう。（＊要介護要支援認定を受けていない６５歳以上の方が対象）

元気アップ教室

　　 認知症のはじまりかも
　　　　ひとりになると怖がったり
　　　　ひとりになると淋しがったり
　　　　電話の相手の名前を忘れたり
　

　　   介護者のつどい
　　   （認知症）
■ 日時　５月２８日㈬
　 午前１０時～１１時３０分
■ 場所　生きがい交流館

ご案内

献血時間 場　所
　９：３０～１１：３０ ㈱殖産工務所

１３：３０～１５：３０ 公立置賜総合病院

町報かわにし　2223　町報かわにし 平成２６年５月１５日 平成２６年５月１５日
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平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら

「
印
紙
税
法
」
が
改
正
さ

れ
て
い
ま
す

⑴
「
領
収
証
」
等
の
非
課
税
範
囲

が
３
万
円
未
満
か
ら
５
万
円
未

満
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」
及
び

「
建
設
工
事
請
負
契
約
書
」
の

軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
る
と
と

も
に
、
適
用
範
囲
・
軽
減
額
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
米
沢
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
３
８

－

22

－

６
３
２
０

自
動
車
税
（
県
税
）
の 

納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２

日
㈪
で
す
。お
近
く
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
各
総
合
支
庁
税
務
担
当

課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
忘
れ
ず

に
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
置
賜
総
合
支
庁
税
務
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
４

中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
の
経
営
者
の
皆
様
へ 

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破

綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き

ま
し
た
。

　

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理

が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合

等
に
お
い
て
個
人
保
証
が
不
要
と

な
る
こ
と
、
②
多
額
の
個
人
保
証

を
行
っ
て
い
て
も
、
経
営
が
行
き

詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再
生

や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の

生
活
費
等
が
残
る
こ
と
を
定
め
る

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
、
金
融
庁
・
中
小
企

業
庁
主
導
の
下
、
策
定
さ
れ
ま
し

た
。金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方
、

詳
し
く
は
左
記
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

問
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東
北

本
部
経
営
支
援
課

☎
０
２
２

－

７
１
６

－

１
７
５
１

新
潟
県
十
日
町
市
の
宿
泊

割
引
券
を
活
用
く
だ
さ
い

　

１
泊
２
日
１
人
２
０
０
０
円
割

引
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ

に
し
）
を
構
成
す
る
自
治
体
の
ひ

と
つ
新
潟
県
十
日
町
市
で
は
、
指

定
宿
泊
施
設
の
宿
泊
費
（
１
泊

２
日
）
か
ら
、
１
人
に
つ
き
２
，

０
０
０
円
を
割
引
す
る
「
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
誘
客
促
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

十
日
町
市
に
は
、
数
多
く
の
温

泉
地
、
景
勝
地
、
国
宝
火
焔
土
器
、

そ
ば
や
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど

の
自
慢
の
食
べ
物
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
、
ご
家
族
や

仲
間
同
士
、
職
場
や
地
域
の
団
体

な
ど
で
本
町
と
友
好
都
市
で
あ
る

十
日
町
市
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
割
引
券
利
用
可
能
期
間
：
平
成

27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

※
無
く
な
り
次
第
終
了
。
お
早
め

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
：
町
ま
ち
づ
く
り
課
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課

☎
42

－

６
６
１
３

【
専
門
資
格
不
要
】　　

病
棟
の
補
助
員
募
集

▼
仕
事
内
容
：
患
者
さ
ん
の
身
体

の
清
潔
介
助
・
移
動
介
助
や
身

の
回
り
の
世
話
な
ど
、
看
護
師

を
補
助
す
る
業
務
。

▼
勤
務
場
所
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
応
募
資
格
：
特
に
な
し

▼
応
募
方
法
：
履
歴
書
を
総
務
企

画
課
職
員
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し

て
応
募
さ
れ
る
場
合
は
、
紹
介

状
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
：
随
時
受
付

▼
勤
務
条
件
等
：
詳
細
は
公
立
置

賜
総
合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（「
看
護
補
助

者
」
の
名
称
で
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

▼
申
込
・
問
置
賜
広
域
病
院
組
合 

事
務
局 

総
務
企
画
課
職
員
係

☎
46

－

５
０
０
０

（
内
線
２
１
１
５
・
２
１
１
７
）

人
材
育
成
事
業　
　
　
　

チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス

　

男
女
共
同
参
画
の
基
本
を
学

び
、
問
題
解
決
に
向
け
て
行
動
す

る
力
が
身
に
つ
く
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
で
す
。
参
加
者
同
士
や

講
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
学
び
合
い
、
新
し
い
仲

間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
対
象
：
地
域
で
活
動
し
て
い
る
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
活
動
し
た
い

女
性

▼
定
員
：
原
則
と
し
て
全
コ
ー
ス

参
加
可
能
な
方 

25
名（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
）

▼
参
加
費
：
３
０
０
０
円

▼
会
場
：
山
形
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー 

チ
ェ
リ
ア
（
遊
学

館
２
階
）

▼
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
内
容
：【
第
１
回
】６
月
７
日
㈯
・

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
男
女

共
同
参
画
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

　
【
第
２
回
】
６
月
28
日
㈯
・
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
態
、
課

題
、
解
決
案
等
を
学
ぶ

　
【
第
３
回
】
７
月
12
日
㈯
・
リ

ー
ダ
ー
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

　
【
第
４
回
】
８
月
２
日
㈯
・
ジ

ェ
ン
ダ
ー
や
人
権
に
つ
い
て
学

ぶ
／
交
流
会

▼
申
込
締
切
：
５
月
末
日

▼
申
込
・
問
山
形
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー 

チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１

「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」

標
語
募
集

▼
募
集
期
限
：
６
月
10
日
㈫

▼
応
募
作
品
：
未
発
表
作
品
を
1

人
１
点
の
み

▼
応
募
方
法
：
郵
便
は
が
き
に
作

品
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
下
記
に
郵
送
。
電
子
メ

ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可
。

催
　
し

募
　
集

▼
郵
送
先
：
〒
６
４
０

－

８
０
４
３ 

和
歌
山
市
福
町
40　

和
歌
山
市

こ
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

標
語
募
集
担
当　

宛

▼E
-m
ail

：jidou-hyougo@
city.w

akayam
a.lg.jp

問
厚
生
労
働
省 

雇
用
均
等
・
児
童

家
庭
局 

総
務
課
虐
待
防
止
対
策
室

☎
０
３

－

５
２
５
３

－

１
１
１
１

【
看
護
師
・
助
産
師
】　

採
用
試
験

▼
募
集
職
種
・
人
員
：
看
護
師
・

35
名
、
助
産
師
・
若
干
名

▼
採
用
予
定
年
月
日
：
平
成
27
年

4
月
1
日

▼
受
験
資
格
：
昭
和
45
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
当

該
職
種
の
免
許
を
有
す
る
者
若

し
く
は
平
成
27
年
6
月
30
日
ま

で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見

込
み
の
者

▼
試
験
期
日
：
6
月
22
日
㈰

▼
試
験
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
間
：
5
月
19
日
㈪
〜　

６
月
13
日
㈮
（
必
着
）

▼
試
験
案
内
の
配
布
：
置
賜
広
域

病
院
組
合
事
務
局
総
務
企
画
課

等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
公
立

置
賜
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
置
賜
広
域
病
院
組
合
事
務
局 

総
務
企
画
課
職
員
係

☎
46

－

５
０
０
０

平
成
26
年
度
山
形
県
警
察

官
採
用
試
験
（
大
学
卒
）

　

正
義
感
が
強
く
、
県
民
の
皆
様

の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
人
、
や

る
気
の
あ
る
人
を
幅
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
５
月
７
日
㈬
〜　

６
月
17
日
㈫

▼
第
１
次
試
験
日
：
７
月
13
日
㈰

▼
第
２
次
試
験
日
：
８
月
上
旬
〜

８
月
下
旬

▼
受
験
案
内
入
手
：
米
沢
検
察
暑
、

各
駐
在
所

問
米
沢
警
察
署 

警
務
係

☎
０
２
３
８

－

26

－

０
１
１
０

第
10
回
置
賜
よ
さ
こ
い
祭
り

▼
日
時
：
５
月
25
日
㈰ 

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場
：
南
陽
市
中
央
花
公
園
特

設
ス
テ
ー
ジ
（
南
陽
市
三
間
通

１
０
９
６
）

※
雨
天
時
：
南
陽
市
民
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

問
お
き
た
ま
よ
さ
こ
い
協
議
会

☎
０
９
０

－

７
５
２
７

－

４
３
５
１

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン

作
戦
（
川
西
会
場
）

　

公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会
が

主
催
（
企
画
・
実
施 

青
年
部
会
・

女
性
部
会
）
す
る
第
18
回
ク
リ
ー

ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
美
し
い
環
境
で
心
豊
か
な

生
活
を
お
く
る
た
め
地
域
の
公
共

施
設
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
参
加

者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▼
日
時
・
場
所
：
６
月
1
日
㈰　

午
前
６
時
〜
８
時
（
朝
６
時
ま

で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
駐
車

場
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。）

▼
持
物
：
軍
手
及
び
清
掃
（
草
む

し
り
）用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
。（
大
雨
の
場
合
は
、

中
止
で
す
が
、
花
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
朝
６
時
に

ご
集
合
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
締
切
：
川
西
会
場
は
５
月

27
日
㈫
ま
で
受
付
可
能

問
公
益
社
団
法
人
米
沢
法
人
会

☎
０
２
３
８

－

22

－

５
４
０
１

URL

：http://w
w
w
.y-houjin.or.jp

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
に

伴
う
夜
間
検
査
（
無
料
）

▼
日
時
：
6
月
2
日
㈪

▼
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
8
時

▼
会
場
：
置
賜
保
健
所
１
階

▼
検
査
内
容
：
エ
イ
ズ
検
査
（
検

査
結
果
は
採
血
後
約
40
分
後
に

説
明
可
能
）

▼
そ
の
他
：
予
約
不
要
・
匿
名
・
無
料

問
置
賜
保
健
所 

地
域
保
健
予
防

課 

感
染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

日
本
一
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
祭
り

　

山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
日
本
一

さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
６
月
21
日
㈯
は
七
日
町
大

通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
ダ

ン
ス
や
お
御
輿
、
さ
く
ら
ん
ぼ
マ

ル
シ
ェ
、
日
本
一
巨
大
な
〝
流
し

さ
く
ら
ん
ぼ
〞
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
最
盛
期
の
「
さ
く

ら
ん
ぼ
」
を
楽
し
め
る
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

▼
日
時
：
○
６
月
21
日
㈯　

午
前

11
時
〜
午
後
４
時
（
一
部
午
後

７
時
ま
で
）

○
６
月
22
日
㈰　

午
前
11
時
〜

　

午
後
４
時

▼
会
場
：
山
形
市
七
日
町
大
通
り

（
６
月
21
日
の
み
）
／
山
形
県

郷
土
館
「
文
翔
館
」（
両
日
）

※
６
月
21
日
は
、
山
形
県
庁
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
商
工
労
働
観
光
部 

観
光
経

済
交
流
局 

観
光
交
流
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
２

第
５
回
お
き
た
ま
語
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
：
６
月
22
日
㈰ 

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場
：
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
あ
ゆ
ー
む

▼
内
容
：【
第
１
部
】
語
り
＆
ト

ー
ク 

渡
部
弘
之
氏
（
南
相
馬

市
）【
第
２
部
】
お
き
た
ま
語

り
部
の
会
の
発
表

▼
入
場
料
：
無
料

問
南
陽
市
夕
鶴
の
里

☎
０
２
３
８

－

47

－

５
８
０
０

採
　
用

広
告

　　あなたも仲間と一緒に
　　　　　働いてみませんか？

　　会 員 募 集
清掃、草取り、農作業、庭木剪定、雪囲い等の仕事
詳しいことはセンターに相談ください
公益社団法人東置賜シルバー人材センター
支所 川西町農村環境改善センター内 ☎４２－３８４５

　　あなたも仲間と一緒に
　　　　　働いてみませんか？

　　



 　2627　 平成２６年５月１５日 平成２６年５月１５日

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『偉人は死ぬのも楽じゃない』　 ジョージア・ブラッグ著

　梶山あゆみ訳　河出書房新社刊

●６月の休館日
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

『うがいライオン』 ねじめ正一作  長谷川義史絵  鈴木出版刊

６月８日㈰　１４：００～　参加費無料

偉人も人の子。死は避けられず、最期は必ず
訪れます。そしてその死をただ単に「何が原
因だったか」だけではなく、「どんなプロセス
で迎えたのか」に焦点をあて独特のユーモア
で淡々飄々と語り悲惨さを感じさせないとこ
ろがこの本のミソです。読後、今の時代に生
まれて良かったとつくづく思うことでしょう。

ページいっぱいに描かれたライオンは、強
くてこわくておちゃめで笑えて…表情ゆた
かです。ライオンといっしょに「がおーっ」
とほえながら読んでみてください。

●遅筆堂文庫読書会

●おはなし会
６月２１日㈯　１０：３０～１１：００　おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ ●朗読セミナー

６月１８日㈬　１８：００～　参加費１，０００円
元ＮＨＫアナウンサーの講師。詳しくは図書館まで。

●臨時休館のお知らせ
図書館システム（コンピュータによる蔵書管理や検索、貸出
するための処理能力）の更新作業のため　下記の期間臨時休
館をさせていただきます。【６月１１日㈬～１７㈫までの期間】

■プラザ寄席『落語 入船亭扇辰独演会』

６
２１㊏

【開　演】１９：００開演
【場　所】フレンドリープラザ・ロビー特設寄席
【前売価格】 一般 ２８００円、PLA's 会員 ２５００円
　　　　　高校生以下 １５００円
　　　　　※当日２００円増し

最も聴きたい噺家の一人！
人情噺をたっぷりと・・・

　古典の中から飛び出して
きたような、江戸の雰囲気、
様子をその巧みな口調で表
現する、粋でいなせ・一本
気な高座が魅力。
【入船亭扇辰 プロフィール】
　平成１４年に真打昇進。
平成１８年度国立演芸場・
花形落語会銀賞、平成２０
年には金賞を受賞。

■チェフ・タマシュG
ジ プ シ ー

YPSY B
バ ン ド

AND
  コンサート

　中央ヨーロッパ伝統
のハンガリー・ジプシ

ーバンドのスタイルで、ヨーロッ
パ各国で活躍しているチェフ・タ
マシュと チェフ・石栗宏実が中
心のバンドです。
　磨きぬかれたテクニックを巧に
操り、即興と哀愁がにじみ出るメ
ロディで、老若男女、その時、そ
の場にいる聴衆の心を掴みます。
 生きた“音”の躍動を感じてく
ださい。

【開　演】１９：００開演（１８：３０開場）
【場　所】フレンドリープラザ・ホール
【料　金】一般 ２５００円、PLA's 会員 ２０００円
　　　　 高校生以下 １０００円

７
１６㊌

今年は、川西町フレンドリープラザが開館して２０年です！ 

■川西・仙台シニア劇団のジョイント公演決定！

７
２０㊐

【開　演】１３：００開演
【場　所】フレンドリープラザ・劇場
【前売価格】 一般 １０００円、当日券 １２００円
　　　　　高校生以下 無料
　　　　　≪前売り開始は６月1日㊐から≫

　フレンドリープラザ附属演劇学校シニア演劇コースの
修了生が劇団菜の花座に加入して初めての旗揚げ公演
「good night Baby」＆県内初公演の仙台シニア劇団・
まんざら「花いちもんめ」のジョイント公演です。　
※詳細は次号でお知らせします。

…４月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方は、
届出の際に窓口（町住民生活課）でお
伝えください。

　　　　５人

　　　　  　１１人

080̶6008̶8330
080̶6008̶5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

５月１２日～１８日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月１９日～２５日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月２６日～６月１日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

６月２日～８日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

６月９日～１５日 ㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

５月の町税等

●固定資産税・都市計画税
●上下水道使用料（４月使用分）

口座振替日　５月２８日㊌
納付期限　　６月　２日㊊

川西町の人口

５月・６月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころの健康相談）

６月９日㈪・２３日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談
（※５ページ参照）

６月３日㈫
午後１時３０分～４時 生きがい交流館 町住民生活課

☎ ４２－６６１５
弁護士
消費生活相談

６月１１日㈬
午後２時～４時 町役場相談室 町住民生活課

☎ ４２－６６１６
行政相談 ６月１８日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

６月

16,595 人（－ 23）
男　　　8,121 人（－ 5）
女　　　8,474 人（－ 18）
世帯数　5,200世帯 (± 0)

※４月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字

齋藤　増男 87 増男 大　舟

関川　久江 93 和博 西大塚

安部源太郎 94 源太郎 高　山

市川　　　 88 廣志 洲　島

齋藤　昭子 83 修一 吉　田

大木　清吉 79 清吉 時　田

保科　敏子 84 正人 大　塚

金子　光子 81 吉美 小　松

渡邉　タツ 76 一雄 小　松

舩山　武治 73 武治 上小松

齊藤　辰夫 86 辰夫 大　塚

出生子 性別 保護者 大字

平山　遥
はるき
希 男 茂久・ 敦子 吉　田

中條　桜
さ き
姫 女 友裕・ 香織 上小松

髙橋　彩
いろは
晴 女 達也・ 静香 上小松

齋藤　奨
しょうま
真 男 浩二・さゆり 下奥田

寒河江和
なごみ
心 女 和彦・真奈美 堀　金

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　３組
新郎　　　　　　　新婦 大字

齋藤　　亨 ♥ 石田　繭子 上奥田

片倉　　岬 ♥ 髙橋　萌美 上小松

向中野優也 ♥ 平田さおり 下小松
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春めく陽気の５月３日、フレンドリープラザにて「平成２６年度成人式」が行われ、
１６７名の新成人が晴れ晴れしい笑顔で大人の仲間入りをしました。

主な内容
民生委員・児童委員の紹介ほか P2～５

P６～７
まなびの広場 ～小松小学校～ P９　  
成人式スナップショット P２８　　 

春めく陽気の５月３日、フレンドリープラザにて「平成２６年度成人式」が行われ、
１６７名の新成人が晴れ晴れしい笑顔で大人の仲間入りをしました。

笑顔晴れ晴れ新成人

かわにし

町のニュース

■発行　山形県東置賜郡川西町　　■編集　企画財政課　
■ホームページ　http://www.town.kawanishi.yamagata.jp
〒 999-0193　山形県東置賜郡川西町大字上小松 1567　☎ 0238-42-2111　
■電子メール　kawanishi@town.kawanishi.yamagata.jp　　■印刷　株式会社 川島印刷

町報かわにし
№ 1120

２０１４年５月１５日

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
担
う
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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